
１月２９日、府中市　学び始めたくなる『きっかけ』を考えるワークショップが、
生涯学習センターで開かれました。
府中市教育委員会の取り組みの一つです。市内の公民館長を含む、市民２６名が
参加しました。

始めに、県立広島大学副学長　馬本勉さんからは
「生涯学習の広がりを目指した市民ニーズの把握について」
府中市で行っている、「生涯学習アンケート」の中間報告
の回答をもとに、公民館を利用したことがない人に、
「どのようなニーズを満たせば、利用者になってもらえるのか」
等、アンケートの回答をもとにしたお話しでした。

続いて、愛媛県にある新居浜市生涯学習センター所長
関福生さんは、「学びの愉しみがまちを育てる」との
テーマから、「個人の要望」と「社会の要請」の
バランス感覚は、楽しみながら役に立つことを皆で
一緒にやることが、地域に暮らす人々に繋がりをつく
り、生涯にわたって孤立することがないよう学び続け
ることが、次世代に繋ぐ学びを提供していく事になる。
とも話されていました。

続いてのワークショップでは、府中市の良い所、
残念な所などの意見を出し合い、参加してみたい
講座をそれぞれのグループで協議し、発表しました。
それぞれ違う視点から、様々な講座の提案があり、
府中ならではの特色ある発表に、愉しくなりました。
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